
会社沿革 
～ 農水知財のパイオニアとしての 浅野国際特許事務所 ～ 

1974年 ・弁理士 浅野勝美が、浅野特許事務所を設立（後の浅野国際特許事務所、～現在）。設立当初から、国内外

の植物新品種（種苗法）・植物特許（特許法）の保護を手がける。 

経済産業省グローバルニッチトップ企業 100 選の漁業機械メーカーや、創業 100 年超の農業機械メーカ

ー等、多数の農林漁業関連企業を顧客に持つ。 

1992年 ・浅野勝美が、サービスマーク導入時に、日本トップクラスの件数を出願。 

1998年 ・浅野卓が、有限会社アポ 取締役社長に就任（20歳。～現在）。 

2004年 ・浅野卓が、浅野国際特許事務所に入職（～現在）。日本初の特許事務所附属研究所として、国際知的財産戦

略研究所を開設。知財法・独禁法・契約実務・情報解析を着実に押さえた「知財経営・知財戦略」を基軸

に、理論に裏打ちされた「ブランド戦略」、「新事業創出」のコンサルティングを開始。 

・浅野勝美が、黄綬褒章を受章（平成16年度秋）。 

 

～ ABCエキスパートから アグリ創研株式会社へ ～ 

2011年 ・浅野卓が、東日本大震災からの再生・復興支援のため、東京・吉祥寺にて、ABCエキスパート®を開業。 

・浅野卓が、東京医薬専門学校 バイオ・メイク学部 非常勤講師に着任（知財。2010年度～2016年度）。 

・吉野杉による快眠プロジェクトが、「吉野林材振興協議会賞」を受賞。 

2012年 ・浅野卓が、農林水産省関東農政局の６次産業化プランナー（～2013年）に選定。 

・浅野卓が、単著『ビジュアル 知的財産マネジメント』（DTP出版社）を上梓。 

2013年 ・地理的表示（GI）の現地調査①（フランス）。 

2014年 ・浅野卓が、６次産業化中央サポートセンター（全国）の６次産業化プランナー（～2022年）に選定。 

・浅野卓が、文部科学省『大学COC事業』（地〔知〕の拠点整備事業：名古屋学院大学）として、中小企業

や地域に根差す企業のための知財経営を共同研究（～2017年）。 

・地理的表示（GI）の現地調査②（イタリア）。 

・浅野卓が、JA全中（全国農業協同組合中央会）の顧問に着任（～2016年）。JAグループ全体の、地理的

表示（GI）制度を戦略的に活用した地域活性化ビジネスモデルを構築（～2016年）。 

以後、全国各地の総合JAおよびブランド協議会の顧問を務める。 

・浅野卓が、産業能率大学 経営学部 兼任教員（知財。2014年度）および大正大学 兼任講師（知財。2014

年度～2016年度）に着任。 

2015年 ・商標「ABCエキスパート」を登録（第5753845号）。 

・浅野卓が、同年施行された地理的表示（GI）制度について最も多くの案件を取扱う。 

・浅野卓が、共著『JAグループ 地理的表示保護制度 活用マニュアル』（JA全中）を上梓。 

・浅野卓が、復興応援KIRIN絆プロジェクトである、『伝統産業「伊達のあんぽ柿」の復活と継承～新たな

挑戦』に参画（～2017年）。 

2016年 ・浅野卓が、農林水産省『「知」の集積による産学連携推進事業』のうち、「知的財産の技術移転加速化事業」

で講演活動（知財戦略）。 

・浅野卓が、中小企業大学校 東京校 非常勤講師（知財、2016年度）に着任。 

2017年 ・浅野卓が、地理的表示（GI）について、『日本経済新聞』にコメントが掲載。 

・浅野卓が、山本有二 農林水産大臣より、農林水産省 国立研究開発法人審議会 専門委員（～現在）に任

命。 

・浅野卓が、共著『実践 知的財産法』（法律文化社）を上梓。 

・浅野卓が、地理的表示（GI）について、テレビ朝日『羽鳥慎一モーニングショー』でコメントが放映。 

・商標「アグリ創研」を登録（第5988441号） 

・浅野卓が、地理的表示（GI）保護制度の申請・活用の支援を通じ、同制度の普及および知財技能士のプレ

ゼンス向上に貢献している実績等により、「第1回 知的財産管理技能士会表彰 奨励賞」を受賞。 



2018年 ・ABCエキスパートの中核事業を法人成りさせ、東京・吉祥寺にて、アグリ創研®株式会社を設立。 

・社長 浅野卓が、八芳園にて、日本初の、日本の地理的表示（GI）産品のフルコース料理をプロデュース

（1月28日提供）。メニューブックをEU代表部およびEU諸国の在日大使館・商工会議所に提供。 

・社長浅野卓が、雪印種苗 第三者委員会（種苗法違反等に関する調査）にて、専門家参考人として意見陳述。 

・地理的表示（GI）の現地調査③（ポルトガル）。 

 

～ 知財事業プロデューサー／ブランドプロデューサーとしての評価確立 ～ 

2019年 ・社長 浅野卓が、法務大臣認証ADR機関 日本不動産仲裁機構 調停人（民泊）に登録（～現在）。 

・社長 浅野卓が、首都大学東京（現 東京都立大学）大学院 システムデザイン研究科 非常勤講師（知的財

産権特論。2019 年度～2021 年度）及びアグリイノベーション大学校 講師（知財・ブランド戦略。2018

年度～2020年度）に着任。 

・社長 浅野卓が、経済産業省 特許庁『地域団体商標普及啓発事業』外部委員・座長（～2021年）に着任。

特許庁主催「東北 地域ブランド総選挙」にて審査員長を務める。 

・農林水産省『平成30年度 主要輸出国の知財制度等実態調査委託事業』にて、中国・韓国・シンガポール・

ベトナム・タイ・マレーシア・インドネシアの地理的表示（GI）制度を調査。 

・社長 浅野卓が、農林水産省『令和元年度 海外知的財産保護・監視委託事業』のうち、「農林水産知的財産

保護コンソーシアム」で講演活動（知財・ブランド戦略）。 

2020年 ・社長 浅野卓が、特許庁商標懇談会の懇親会に招待される。 

・社長 浅野卓が、特許庁編『地域団体商標ガイドブック 地域ブランド10の成功物語』を監修・部分執筆。 

・共著『農林水産省 平成 30 年度 主要輸出国の知財制度等実態調査委託事業 報告書』（地理的表示の保護

に係る制度：中国・韓国・シンガポール・ベトナム・タイ・マレーシア・インドネシア）を執筆。 

・全省庁統一入札資格を取得。 

・社長 浅野卓が、経済産業省 関東経済産業局『チーム伴走型 知財経営モデル支援事業』専門家（～2021

年）に選定。 

・社長 浅野卓が、丹波市立 農の学校 講師（知財・ブランド戦略。2020年度）に着任。 

2021年 ・社長 浅野卓が、特許庁主催「全国 地域ブランド総選挙」にて審査員長を務める。 

・経済産業省 中小企業庁『JAPANブランド育成支援等事業』支援パートナー（～2023年）に選定。 

・農林水産省『中山間地域所得確保推進事業』として、マレーシアにおける日本の柿・桃のマーケティング

調査・分析、当該地域における販売戦略を立案。 

2022年 ・社長 浅野卓が、芝浦工業大学 デザイン工学部 非常勤講師（准教授相当、知的財産権論）に着任（2022

年度～2023年度）。 

・社長 浅野卓が、農山漁村発イノベーション中央サポートセンター（全国）の農山漁村発イノベーション

プランナー（～現在）に選定。 

・社長 浅野卓のインタビュー記事が、住宅新報に掲載。 

2023年 ・社長 浅野卓が、高崎健康福祉大学 農学部 客員准教授（知的財産論。～現在）に着任。 

・社長 浅野卓が、経済産業省 九州経済産業局『チーム伴走型 知財経営モデル支援・広報事業』専門家（～

現在）に選定。 

・社長 浅野卓が、レインボータウンFM『弁理士永沼よう子の知的カフェ』に出演。 

・社長 浅野卓が劇場映画『知的財産剣』に、農水知財監修として参画。同映画に出資。 

・フードテック官民協議会主催『未来を創る！フードテックビジネスプランコンテスト』に賛助。 

・『INACOMEビジネスコンテスト』に協賛。 

2024年 ・社長 浅野卓が、農林水産省『農業知的財産保護・活用支援事業』農業知財マネジメント研修検討委員（～

現在）に着任。 

・社長 浅野卓が、TOKYO MX『ええじゃないか！！』に出演。 

・「Le Cours de Cépages et Indication Géographique（品種と地理的表示の講座）」が全日本ソムリエ連盟

のワインナビゲーター認定講座となる。 

・別冊日経サイエンス『勝つための知財経営戦略 2025年版』にタイアップ記事が掲載。 
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